
　少人数ででき、特別な練習をしなくても楽しめる卓球。温泉宿や児童館、公民館、学校などの
場で、多くの人に親しまれているスポーツだと思います。精神保健医療福祉分野でも、精神科病
院やデイケア、地域の各事業所等で、リハビリテーションやレクリエーションとして取り入れら
れているスポーツです。当協会でも昭和 43 年から卓球大会を主催してきました。今回のやすらぎ
では、全国障害者スポーツ大会での選手の活躍と、みんなで楽しもう！卓球交流会についてご報
告します。

「みんなで楽しめる身近なスポーツ　卓球」特　集

　2008年大分大会でバレーボールが精神障害者
として初めて正式種目となり、2019年に卓球が
２種目として加わり、個人競技としては初めて
となりました。しかし、台風と新型コロナによ
る３度の中止を経て、今年度ようやく「とちぎ
大会」で初めて開催されました。
　県選考委員会で選ばれた男女各１名が代表と
なり、10月28日から11月１日までの５日間、埼
玉県選手団として派遣されました。精神スタッ
フは埼玉県障害者スポーツ協会から依頼され、
当協会員から２名が派遣されました。
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　今年度は、感染症対策をしながらでの開催の
ため、選手・役員のPCR検査の実施や観客数の
制限など、通常とは異なる対応がなされていま
した。
　卓球競技は、これまで身体障害と知的障害
が、「一般」と「STT（サウンドテーブルテ
ニス）」の区分で開催されていましたが、今回、
精神障害は「一般」として参加し、これまでの
ノウハウを生かした大会運営でした。また、３
障害が１つの会場で競技する初めての種目であ
り、他障害の選手・スタッフとの交流が行われ
たことも大変意義深いものでした。
　競技は２日間で実施され、精神障害は、体育
館の中央４コートに男女が分かれ、１リーグ３
～４人で順位を競いました。卓球では、技はも
ちろん、心理的な駆け引きなど、体力以上に気
力が消耗します。大きな声出しは禁止される中、
自分を鼓舞する声出しもできず、難しいセルフ
マネージメントも強いられていました。

　そのような中で、埼玉県代表選手は、実力を
存分に発揮し２選手ともにリーグ３勝をあげ、
金メダルを獲得しました。４年間待たされ、コ
ロナ禍でも絶えず練習を積み重ね、ようやく手
にした金メダルは格別だったに違いありません。
　今回、卓球精神の普及のための組織づくりや
スタッフの育成など、課題は残されましたが、
県役員・他障害スタッフ、関係者に支えられ無
事大会へ参加できたことに大変感謝を申し上げ
ます。

　2022年10月19日、北本市体育センターにて
「みんなで楽しもう！卓球交流会」が開催され
ました。
　秋の変わりやすいお天気の中、晴天に恵ま
れ、汗ばむくらいの陽気で、８団体13チームが
参加し開催されました。
　どのチームも応援のための手作りのうちわや

マラカスを持って参加されていました。うちわ
にも手書きのイラストや立体的な装飾を施した
もの、カラフルでにぎやかなものなど、様々な
創意工夫があり、久しぶりの卓球大会のために
それぞれのチームで準備されてきたことがうか
がえました。

　「全国障害者スポーツ大会」は、障害のある選手の障害の理解促進と社会参加促進を目的
に、国民体育大会（国体）の後に、毎年開催されています。陸上競技や水泳、ボッチャ、卓球
など全14競技があり、令和５年度の第23回は鹿児島県で開かれる予定です。
　全国障害者スポーツ大会へは「彩の国ふれあいピック春季大会」の卓球部門で上位に入賞す
ると出場できる可能性があります。毎年２月中旬に参加募集がありますので、卓球に自信があ
り、全国の皆さんと対戦してみたい方は、「一般財団法人埼玉県障害者スポーツ協会のホーム
ページ」をぜひチェックしてみてください。

②協会主催「みんなで楽しもう！卓球交流会が開催されました」
　現場取材＆リポート　広報編集委員　加藤　真野
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　開会式では、卓球をみんなで楽しみ交流を図
るという会の目的を参加者で共有し、交流会が
始まりました。４つのコートに分かれて試合が
開始されました。試合はブロックごとの総当た
り戦です。どのコートでも白熱した様子でプレ
ーが繰り広げられて、真剣な参加者の表情が印
象的でした。仲間の参加者もうちわや拍手を通
して熱のこもった応援を送っていました。
　試合の合間に監督者や参加者にお話しをうか
がいました。
　初めて参加したというチームの監督者は、本
格的で驚いています、とお話しされていまし
た。メンバーさんも緊張しているようだという
ことでしたが、普段のプログラムとは異なる緊
張感があって良いとお話ししてくれました。
　他にも、監督者から多く声があったことは、
コロナウイルスの流行の影響でデイケアプログ
ラムでの外出の機会が減ってしまい、このよう
に外出の機会が持てることも喜ばしいというこ
とでした。
　毎日決まった時間に卓球の時間を設けている
というデイケアのチームでは、普段の練習の成
果が発揮できる場があると目標になって練習に

も張りが出ます、とお話ししてくださいました。
　参加者にも試合の合間にお話しを聞かせてい
ただきました。
　デイケアでよく卓球をされているという方
は、いつもと違うメンバーと卓球をすること
で、とても刺激になると話され、普段の卓球の
プログラムをさらに頑張ろうとモチベーション
アップになると話してくださいました。　
　試合前に緊張しています、と困ったように話
されていた方もいました。その後の試合の様子
では、真剣な表情でパワフルなプレーをされて
おり、その表情の違いに驚かされました。試合
終了後には、緊張したが、力を出せた、と素敵
な笑顔でお話ししてくださいました。
　また、普段、体を動かすプログラムにはあま
り参加していない、という方もいました。周り
のプレーに圧倒されます、とお話しされながら
も、こういった交流会が外に出る楽しみにもな
るとお話ししてくださり、それぞれにこの交流
会を楽しんでいただいている様子が感じられま
した。

　その中でも、もっと試合をしたい、いろいろ
なチームと試合をしたい、午前中からやりたか
った、という声もあり、昨今のコロナウイルス
の影響で、こういった場が限られてしまってい
る現状と交流の場の大切さを改めて感じる機会
となりました。
　卓球を通して生き生きと活動されている皆さ
んを目の当たりにするのは新鮮であり、その姿
から取材している私自身、力をいただきまし
た。最後に交流会の合間にお声をかけさせてい
ただいた際にインタビューに快く応じてくださ
った監督者、参加者の皆様、ご協力をありがと
うございました。
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【編集後記】
　寄る年波にはあらがえず、モグラたたきのように、ひとつの痛みでこっちの病院に言って治療
したと思ったら、別の痛みで違うクリニックへ行く日々を送っております。
　“卓球”は、みなさんのご活動の日々の励みとなり、こころと身体の健康を維持する一助となっ
ているのだなと思いました。� （広報編集委員　倉岡）

ボッチャの用具、会員の皆さまに無料で貸出しを行っています
　皆さんは、ボッチャというスポーツを御存じでしょうか？
　２手に分かれ、赤青の革製のボールを投げ、白いボールとの距離を競うスポーツです。感染症
対策のため、調理や合唱等のプログラムの再開が難しいと思います。ボッチャは室内でも距離を
とっても行うことができ、スポーツが苦手な方も含めてみんなで楽しめるスポーツです。
　やってみたいけれど、用具がない（高くて買えない…）という方は、当協会の用具を使って、
試してみませんか？　興味のある会員の皆さん、ぜひ事務局までお問い合わせください。

みんなで楽しもう！

卓球交流会　アーカイブ
声をだすかわりに
うちわを作って応援
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